
合気会 鏡開き式合気会 鏡開き式

講道館 鏡開式講道館 鏡開式

乱取稽古乱取稽古

推薦昇段者への証書授与式推薦昇段者への証書授与式
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昭
和
100
年
記
念　

令
和
８
年
鏡
開
き

式
・
武
道
始
め
が
、
成
人
の
日
の
１
月

12
日
に
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

古
式
に
則の
っ
とっ
た
鎧よ
ろ
い着
初
め
・
鏡
開
き

式
を
は
じ
め
、
武
道
模
範
演
武
、
武
道

始
め
が
行
わ
れ
、
会
場
に
は
関
係
者
や

武
道
愛
好
家
ら
２
２
２
４
名
が
来
場
し

た
。
観
客
は
煌き
ら

び
や
か
な
鎧
を
纏ま
と

っ
た

大
将
軍
の
鏡
開
き
や
武
道
９
種
目
の
模

範
演
武
を
観
覧
し
、
武
道
始
め
で
は
600

名
を
超
え
る
老
若
男
女
の
稽
古
会
参
加

者
が
汗
を
流
し
た
。

武
道
の
隆
盛
と
発
展
を

武
道
の
隆
盛
と
発
展
を

新
年
に
誓
う

新
年
に
誓
う

昭和100年記念昭和 100 年記念

令和８年令和８年
鏡開き式・武道始め鏡開き式・武道始め

大将軍・弘友和夫日本武道館理事による鏡開き大将軍・弘友和夫日本武道館理事による鏡開き

主催＝日本武道館　協賛＝日本武道協議会主催＝日本武道館　協賛＝日本武道協議会
協力＝日本甲冑武具研究保存会、高津装飾美術協力＝日本甲冑武具研究保存会、高津装飾美術
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日
本
武
道
館
の
新
春
恒
例
行
事
で
あ
る

「
鏡
開
き
式
・
武
道
始
め
」
は
、
日
本
武

道
館
開
館
翌
年
の
昭
和
40
年
か
ら
開
催
さ

れ
て
お
り
、
改
修
工
事
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
に
よ
る
４
回

の
中
止
を
除
き
、
本
年
ま
で
継
続
し
て
行

わ
れ
て
い
る
。
昭
和
か
ら
満
100
年
と
な
る

本
年
の
鏡
開
き
式
・
武
道
始
め
は
「
昭
和

100
年
記
念
」
を
冠
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

本
行
事
は
、
武
道
人
の
修
行
始
め
で
あ

る
と
と
も
に
、
武
道
の
隆
盛
と
発
展
を
期

す
目
的
で
行
わ
れ
て
い
る
。
開
会
式
の
主

催
者
挨
拶
で
は
高
村
正
彦
日
本
武
道
館
会

長
が
「
武
道
関
係
者
の
皆
様
と
一
致
団
結

し
て
武
道
振
興
事
業
に
今
ま
で
以
上
に
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
述
べ
、
来

賓
祝
辞
で
は
浅
野
敦
行
ス
ポ
ー
ツ
庁
次
長

が
「
年
頭
を
飾
る
こ
の
行
事
が
、
今
年
一

年
の
我
が
国
に
お
け
る
武
道
振
興
の
大
き

な
弾
み
に
な
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お

り
ま
す
」
と
述
べ
、
武
道
の
さ
ら
な
る
発

展
を
祈
念
し
た
。

　

開
会
式
終
了
後
に
は
、
日
本
武
道
協
議

会
の
令
和
７
年
度
武
道
功
労
者
・
武
道
優

良
団
体
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
功
労
者
10
名

お
よ
び
優
良
団
体
９
団
体
が
表
彰
を
受
け

た
。

　

本
年
の
鎧
着
初
め
・
鏡
開
き
式
で
は
、

大
将
軍
を
弘
友
和
夫
日
本
武
道
館
理
事
、

副
将
軍
を
永
谷
喜
一
郎
全
日
本
弓
道
連
盟

会
長
と
分
藤
秀
明
日
本
甲か
っ

冑ち
ゅ
う武

具
研
究

保
存
会
会
員
が
務
め
た
。
鏡
開
き
式
で

は
、
大
将
軍
が
木き

槌づ
ち

で
鏡
餅
を
勢
い
よ
く

開
く
と
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
起

こ
っ
た
。
そ
の
後
、
大
将
軍
、
副
将
軍
が

兜か
ぶ
とを
か
ぶ
り
、「
え
い
！　

え
い
！
」「
お

う
！
」
と
鬨と
き

を
あ
げ
、
全
軍
出
陣
。
勇
壮

な
音
楽
が
流
れ
る
中
、
55
名
の
鎧
武
者
ら

が
会
場
を
練
り
歩
い
た
。

　

模
範
演
武
で
は
、
現
代
武
道
９
種
目
の

演
武
が
行
わ
れ
た
。
各
武
道
い
ず
れ
も
日

本
を
代
表
す
る
演
武
者
ら
が
出
場
し
、
玄

妙
な
技
の
数
々
を
披
露
。
観
客
は
一
流
の

演
武
に
見
入
っ
た
。

　

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
武
道
始
め
で
は
、

老
若
男
女
の
武
道
家
が
大
道
場
い
っ
ぱ
い

に
広
が
り
、
８
種
目
の
武
道
が
一
斉
に
稽

古
会
を
行
っ
た
。
太
鼓
の
合
図
で
稽
古
が

開
始
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
大
道
場
は
竹
刀

で
打
ち
込
む
音
や
畳
を
叩た
た

く
音
、
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
気
合
で
あ
ふ
れ
た
。
40
分

間
の
稽
古
が
終
了
す
る
と
、
参
加
者
ら
は

心
地
よ
い
汗
を
拭
い
な
が
ら
和
気
藹あ
い

々あ
い

と

記
念
撮
影
を
行
っ
た
り
武
道
談
義
に
花
を

咲
か
せ
た
り
し
て
い
た
。

主催者挨拶主催者挨拶
高村正彦日本武道館会長高村正彦日本武道館会長

来賓祝辞来賓祝辞
浅野敦行スポーツ庁次長浅野敦行スポーツ庁次長

武道８種目が一斉に稽古する「武道始め」武道８種目が一斉に稽古する「武道始め」
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鎧
着
初
め
・
鏡
開
き
式

　

鎧
着
初
め
・
鏡
開
き
式

◉
鎧
着
初
め
・
鏡
開
き
式
の
由
来
と
行
程

　

本
行
事
で
行
わ
れ
る
鎧
着
初
め
・
鏡
開

き
式
は
、12
世
紀
頃（
平
安
〜
鎌
倉
時
代
）

の
武
家
の
男
子
が
元
服
（
成
人
式
）
の
際

に
初
め
て
鎧
を
着
る
「
鎧
着
初
式
」
に
由

来
す
る
。

　

初
め
に
前
軍
、
後
軍
の
侍
大
将
が
、
中

軍
に
座
す
る
大
将
軍
に
着
到
状
を
読
み
上

げ
全
軍
到
着
を
報
告
す
る
（
写
真
１
）。

続
い
て
行
わ
れ
る
三
献
の
儀
（
出
陣
、
元

服
な
ど
に
際
し
て
当
事
者
が
酒
を
飲
む
儀

式
）
で
は
、
大
将
軍
が
打
ち
鮑あ
わ
び、

勝
栗
、

昆
布
を
肴さ
か
な
に
酒
を
飲
む
（
写
真
２
）。
肴

は
い
ず
れ
も
験
を
担
ぐ
縁
起
物
で
、
打
ち

鮑
は
「
打
つ
」、
勝
栗
は
「
勝
つ
」、
昆
布

は「
喜
ぶ
」を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

儀
式
を
終
え
る
と
大
将
軍
は
神
前
に
進

み
、誓
い
の
詞
を
奉
読
す
る
（
写
真
３
）。

　

そ
の
後
、
大
将
軍
は
会
場
中
央
の
鏡
餅

の
前
に
進
み
、
鏡
開
き
を
行
う
（
６
ペ
ー

ジ
写
真
）。
正
月
に
神
前
に
飾
ら
れ
る
鏡

餅
を
吉
日
に
撤
去
す
る
方
法
と
し
て
、
砕

い
て
食
す
る
こ
と
を「
鏡
開
き
」と
言
い
、

刃
物
で
餅
を
切
る
こ
と
は
切
腹
を
連
想
さ

せ
る
た
め
、
木
槌
で
開
く
の
が
縁
起
が
良

い
と
さ
れ
た
。
本
行
事
で
は
鏡
餅
と
と
も

に
２
名
の
副
将
軍
が
酒さ
か

樽だ
る

を
開
い
た
（
写

真
４
）。

　

最
後
に
出
陣
式
が
行
わ
れ
る
。
鏡
開
き

か
ら
帰
陣
し
た
大
将
軍
、
副
将
軍
が
兜
を

装
着
し
、
大
将
軍
が
右
手
に
扇
を
開
い
て

「
え
い
！　

え
い
！
」
と
言
う
と
家
来
一

同
が
「
お
う
！
」
と
応
じ
る
（
写
真
５
。

こ
れ
を
「
鬨
を
あ
げ
る
」
と
い
う
）。
最

後
に
全
軍
が
会
場
を
左
回
り
に
行
進
し

（
写
真
６
）、
鎧
着
初
め
・
鏡
開
き
式
は
幕

を
閉
じ
る
。

写真１　侍大将が着到状を読み上げる写真１　侍大将が着到状を読み上げる

写真２　三献の儀。陪膳所役が大将軍に酒を注（つ）ぐ写真２　三献の儀。陪膳所役が大将軍に酒を注（つ）ぐ

写真３　誓いの詞を神前で奉読する写真３　誓いの詞を神前で奉読する

写真４　副将軍が酒樽を開く写真４　副将軍が酒樽を開く
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昭和 100 年記念　令和８年昭和 100 年記念　令和８年鏡開き式・武道始め鏡開き式・武道始め

◉
大
将
軍
コ
メ
ン
ト
＝

◉
大
将
軍
コ
メ
ン
ト
＝

　

弘
友
和
夫
（
日
本
武
道
館
理
事
）

　

弘
友
和
夫
（
日
本
武
道
館
理
事
）

「
リ
ハ
ー
サ
ル
か

「
リ
ハ
ー
サ
ル
か

ら
緊
張
し
て
い
た

ら
緊
張
し
て
い
た

の
で
す
が
、
本
番

の
で
す
が
、
本
番

で
は
気
を
引
き
締

で
は
気
を
引
き
締

め
て
頑
張
り
ま
し

め
て
頑
張
り
ま
し

た
。
鏡
開
き
で
餅
を
開
い
た
瞬
間
は
、
し

た
。
鏡
開
き
で
餅
を
開
い
た
瞬
間
は
、
し

っ
か
り
手
応
え
が
あ
り
と
て
も
気
持
ち
が

っ
か
り
手
応
え
が
あ
り
と
て
も
気
持
ち
が

良
か
っ
た
で
す
。
今
、
世
界
は
分
断
や
差

良
か
っ
た
で
す
。
今
、
世
界
は
分
断
や
差

別
、
戦
争
が
横
行
し
て
い
ま
す
が
、
武
は

別
、
戦
争
が
横
行
し
て
い
ま
す
が
、
武
は

本
来
は
『

本
来
は
『
戈戈ほ
こ
ほ
こ

を
止
め
る
』
と
書
き
ま
す
。

を
止
め
る
』
と
書
き
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
武
道
精
神
が
世
界
に
広
ま
れ

そ
う
い
っ
た
武
道
精
神
が
世
界
に
広
ま
れ

ば
平
和
な
世
界
に
な
る
た
め
、
現
在
進
ん

ば
平
和
な
世
界
に
な
る
た
め
、
現
在
進
ん

で
い
る
武
道
の
無
形
文
化
遺
産
登
録
に
向

で
い
る
武
道
の
無
形
文
化
遺
産
登
録
に
向

け
た
活
動
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
だ
と

け
た
活
動
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
だ
と

思
い
ま
す
」

思
い
ま
す
」

◉
副
将
軍
コ
メ
ン
ト
＝

◉
副
将
軍
コ
メ
ン
ト
＝

　　
永
谷
喜
一
郎（
全
日
本
弓
道
連
盟
会
長
）

永
谷
喜
一
郎（
全
日
本
弓
道
連
盟
会
長
）

「
甲
冑
を
着
て
会

「
甲
冑
を
着
て
会

場
を
歩
い
て
い
る

場
を
歩
い
て
い
る

と
、
本
当
に
武
士

と
、
本
当
に
武
士

に
な
っ
た
よ
う
な

に
な
っ
た
よ
う
な

感
覚
に
な
り
ま
し

感
覚
に
な
り
ま
し

た
。（
昨
年
７
月
に
全
日
本
弓
道
連
盟
会

た
。（
昨
年
７
月
に
全
日
本
弓
道
連
盟
会

長
に
就
任
し
て
）
こ
れ
ほ
ど
大
き
い
組
織

長
に
就
任
し
て
）
こ
れ
ほ
ど
大
き
い
組
織

を
ま
と
め
て
い
く
と
い
う
の
は
覚
悟
が
い

を
ま
と
め
て
い
く
と
い
う
の
は
覚
悟
が
い

る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
弓
道
の
精

る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
弓
道
の
精

神
性
と
競
技
性
の
融
合
に
お
い
て
、
ど
の

神
性
と
競
技
性
の
融
合
に
お
い
て
、
ど
の

辺
に
バ
ラ
ン
ス
を
置
く
か
と
い
う
こ
と
を

辺
に
バ
ラ
ン
ス
を
置
く
か
と
い
う
こ
と
を

他
の
武
道
や
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
な
ど
を
参
考

他
の
武
道
や
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
な
ど
を
参
考

に
多
角
的
に
検
証
し
て
い
き
た
い
で
す
」

に
多
角
的
に
検
証
し
て
い
き
た
い
で
す
」

写真５　大将軍の音頭で全軍が鬨をあげる写真５　大将軍の音頭で全軍が鬨をあげる

写真６　全軍での行進写真６　全軍での行進
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模
範
演
武

　

模
範
演
武

模範演武挨拶模範演武挨拶
川端達夫日本武道館理事長川端達夫日本武道館理事長

弓道弓道

合気道合気道相撲相撲

柔道柔道 少林寺拳法少林寺拳法
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【
演
武
者
一
覧
】

▼
柔
道
＝
菅
麗
子
（
四
段
）、
中
島

恵（
四
段
）▼
剣
道
＝
山
﨑
明
正（
範

士
八
段
）
▼
弓
道
＝
小
越
智
就
（
錬

士
六
段
）、貝
谷
佑
一（
錬
士
六
段
）、

茶
山
礼
宜
（
錬
士
六
段
）
▼
相
撲
＝

舛
田
守
（
八
段
）、
上
田
剛
毅
（
参

段
）、
安
藤
珠
璃
（
弍
段
）、
川
口
正

太
郎
（
弍
段
）、臼
田
哲
朗
（
参
段
）

▼
空
手
道
＝
小
林
実
紗
（
弍
段
）、

岸
田
羽
未
（
弍
段
）、西
巻
紅
美
（
弍

段
）
▼
合
気
道
＝
入
江
嘉
信
（
七
段

位
）、
桂
田
英
路
（
七
段
位
）、
鈴
木
俊

雄
（
六
段
位
）、
中
村
仁
美
（
四
段
）、

有
馬
隼
人
（
四
段
）、
深
浦
徹
也
（
参

段
）、
ア
レ
ク
シ
・
セ
シ
ナ
ス
（
参
段
）、

野
中
力
樹
（
弍
段
）
▼
少
林
寺
拳
法
＝

谷
聡
士（
大
拳
士
六
段
）、中
井
弘
佑（
正

拳
士
五
段
）、成
海
澪
（
少
拳
士
二
段
）、

東
蓮
翔（
少
拳
士
参
段
）、近
江
謙
信（
参

段
）、
後
藤
美
羽
（
少
拳
士
参
段
）、
荏

原
碧
（
少
拳
士
参
段
）、
壽
浅
瑠
称
（
少

拳
士
参
段
）、
金
丸
実
結
（
弍
段
）、

小
嶋
智
希
（
参
段
）、平
野
悠
伸
（
参

段
）▼
な
ぎ
な
た
＝
木
本
佐
知
子（
教

士
）、
関
祐
介
（
教
士
）、
吉
井
和
代

（
教
士
）、
中
島
由
香
里
（
錬
士
）、

和
田
う
ら
ら
（
五
段
）、北
希
織
（
五

段
）
▼
銃
剣
道
＝
小
倉
弘
之
（
教
士

七
段
）、
佐
藤
岳
（
教
士
七
段
）、
岩

﨑
成
希
（
五
段
）、酒
井
玲
（
五
段
）、

森
川
友
紀
子
（
五
段
）、
今
澤
美
紗

貴
（
五
段
）

銃剣道銃剣道

空手道空手道

なぎなたなぎなた

剣道剣道（居合道）（居合道）
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武
道
始
め

　

武
道
始
め

柔
道
柔
道

剣
道
剣
道



月刊「武道」　2026．3月刊「武道」　2026．31313

昭和 100 年記念　令和８年昭和 100 年記念　令和８年鏡開き式・武道始め鏡開き式・武道始め

相
撲
相
撲

空
手
道

空
手
道

合
気
道

合
気
道
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少
林
寺
拳
法

少
林
寺
拳
法

な
ぎ
な
た

な
ぎ
な
た

銃
剣
道

銃
剣
道
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昭和 100 年記念　令和８年昭和 100 年記念　令和８年鏡開き式・武道始め鏡開き式・武道始め

▼
柔　
　

道
＝
遠
藤　

純
男　
（
秋
田
県
）

※
表
彰
式
は
代
理

▼
剣　
　

道
＝
太
田　

忠
徳　
（
東
京
都
）

▼
弓　
　

道
＝
窪
田　

史
郎　
（
東
京
都
）

▼
相　
　

撲
＝
木
﨑
孝
之
助   （
東
京
都
）

▼
空
手
道
＝
前
田　

利
明　
（
東
京
都
）

▼
合
気
道
＝
杉
田　

憲
司　
（
三
重
県
）

▼
少
林
寺
拳
法
＝
濱
田　

宏
行　
（
愛
媛
県
）

▼
な
ぎ
な
た
＝
田
中
美
智
代   （
大
阪
府
）

▼
銃
剣
道
＝
吉
田　

元
明　
（
宮
城
県
）

※
表
彰
式
は
代
理

▼
日
本
武
道
館
＝
弘
友　

和
夫　
（
福
岡
県
）

▼
柔　
　

道
＝
学
校
法
人
桐
蔭
学
園

　
　
　
　
　
　

桐
蔭
横
浜
大
学
柔
道
部

▼
剣　
　

道
＝
一
般
社
団
法
人
静
岡
県

　
　
　
　
　
　

剣
道
連
盟
「
養
浩
館
」

▼
弓　
　

道
＝
奈
良
市
弓
道
協
会

▼
相　
　

撲
＝
学
校
法
人
東
洋
大
学
相
撲
部

▼
空
手
道
＝
全
日
本
空
手
道
連
盟

　
　
　
　
　
　

北
海
道
地
区
協
議
会

▼
合
気
道
＝
鹿
児
島
県
合
気
道
連
盟

▼
少
林
寺
拳
法
＝
神
奈
川
県
少
林
寺
拳
法
連
盟

▼
な
ぎ
な
た
＝
滋
賀
県
な
ぎ
な
た
連
盟

▼
銃
剣
道
＝
佐
賀
県
立
佐
賀
農
業
高
等
学
校

武
道
功
労
者

武
道
功
労
者

武
道
優
良
団
体

武
道
優
良
団
体

■
武
道
功
労
者
・
武
道
優
良
団
体
表
彰
式

「武道功労章受章に寄せて」（27ページ〜）では武道功労者の喜びの声を掲載しております「武道功労章受章に寄せて」（27ページ〜）では武道功労者の喜びの声を掲載しております

【
武
道
始
め
参
加
団
体
】

▼
柔
道
＝
田
無
警
察
署
少
年
柔
道
部
、
修

徳
柔
道
ク
ラ
ブ
、
正
道
館
蔦
谷
道
場
、、
調

布
市
柔
道
連
盟
、
本
所
警
察
署
少
年
柔
道
、

日
本
武
道
館
武
道
学
園
▼
剣
道
＝
北
の
丸
剣

友
会
、
花
畑
剣
友
会
、
万
世
剣
友
会
、
品
川

平
塚
剣
友
会
、
平
井
剣
友
会
、
八
武
崎
剣
友

会
、
清
和
剣
友
会
、
志
村
少
年
剣
友
会
、
お

茶
の
水
剣
友
会
、
江
戸
川
剣
友
会
、
滝
六
剣

道
ク
ラ
ブ
、
日
本
武
道
館
武
道
学
園
▼
相
撲

＝
立
川
練
成
館
▼
空
手
道
＝
日
本
空
手
道
拳

志
会
、
白
水
修
養
会
、
教
空
会
空
手
道
場
、

髙
木
道
場
、
蒼
鷹
会
空
手
教
室
、
日
本
武
道

館
武
道
学
園
▼
合
気
道
＝
公
益
財
団
法
人
合

気
会
、
日
本
武
道
館
武
道
学
園
▼
少
林
寺
拳

法
＝
一
般
財
団
法
人
少
林
寺
拳
法
連
盟
、
日

本
武
道
館
武
道
学
園
▼
な
ぎ
な
た
＝
公
益
財

団
法
人
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
、
日
本
武
道

館
武
道
学
園
▼
銃
剣
道
＝
公
益
社
団
法
人
全

日
本
銃
剣
道
連
盟

columncolumn 昭和 40 年に第１回の鏡開き式が開催昭和 40 年に第１回の鏡開き式が開催

昭和 40年鏡開き式。大将軍を務める赤城宗徳氏（左から２人目）昭和 40年鏡開き式。大将軍を務める赤城宗徳氏（左から２人目）

　日本武道館が開館した翌年の昭和 40 年１月 15 日、日本武道館で第
１回の鏡開き式が開催された。会報誌「武道」第 23 号（昭和 40 年 2
月 1 日発行）によれば、当時「鎧着初め」は「具足開き」という名称
で、「大将軍・副将軍」も「大将・副将」と言う呼称であった。また、
当初は武道始めは行われておらず、都内の小中学生を招き「おしるこ
会」を行っていた。
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ニュース　日本古武道演武大会

昭
和
100
年
記
念
第
49
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会

��
古
武
道
の
「
技
と
心
」
で

古
武
道
の
「
技
と
心
」
で

��

記
念
大
会
を
彩
る

記
念
大
会
を
彩
る ⑲糸洲流空手⑲糸洲流空手



17 月刊「武道」　2026．3

古武道功労者表彰古武道功労者表彰
（左から）松本秀邦氏、高村正彦会長、坂上節明氏（左から）松本秀邦氏、高村正彦会長、坂上節明氏 真剣な眼差（まなざ）しで演武をみる観衆真剣な眼差（まなざ）しで演武をみる観衆

昭
和
100
年
記
念
第
49
回
日
本
古
武
道
演

武
大
会
（
主
催
＝
日
本
武
道
館
・
日
本
古

武
道
協
会
）
が
２
月
１
日
、
日
本
武
道
館

で
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
、
２
０
０
０

名
を
超
え
る
観
客
が
詰
め
か
け
た
。

大
会
に
は
、
全
国
に
根
付
い
た
古
武
道

流
派
36
団
体
が
出
場
し
、技
を
披
露
し
た
。

開
会
式
で
は
片
岡
正
徳
日
本
武
道
館
常

任
理
事
・
事
務
局
長
・
日
本
古
武
道
協
会

常
任
理
事
が
開
会
宣
言
を
行
い
、
次
に
国

歌
斉
唱
へ
。

続
い
て
、
主
催
者
を
代
表
し
て
高
村
正

彦
日
本
武
道
館
会
長
・
日
本
古
武
道
協
会

会
長
が
「
昭
和
100
年
記
念
第
49
回
日
本
古

武
道
演
武
大
会
を
多
く
の
皆
様
を
お
迎
え

し
て
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
大
変
嬉う
れ

し
く

思
い
ま
す
。
日
本
武
道
館
は
、
武
道
の
価

値
に
つ
い
て
国
内
外
を
問
わ
ず
理
解
促
進

を
図
る
た
め
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る

『
武
道
』
の
無
形
文
化
遺
産
登
録
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。
今
後
は
無
形
文
化
遺
産
登
録
に
向

け
て
『
武
道
』
の
周
知
を
徹
底
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
」と
挨
拶
を
述
べ
た
。

祝
電
披
露
で
は
、
松
本
洋
平
文
部
科

学
大
臣
、
山
谷
え
り
子
参
議
院
議
員
・
日

本
武
道
館
常
任
理
事
の
祝
電
が
披
露
さ
れ

た
。

開
会
式
に
続
い
て
、
古
武
道
功
労
者
表

彰
式
に
移
り
、
貫
心
流
居
合
術
・
松
本
秀

邦
宗
家
、
糸
洲
流
空
手
・
坂
上
節
明
四
世

宗
家
の
２
名
が
受
章
し
、
高
村
会
長
か
ら

賞
状
と
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
た
。

演
武
は
２
部
制
で
行
わ
れ
、
第
１
部
は

小
笠
原
流
弓
馬
術
の
演
武
で
始
ま
っ
た
。

続
い
て
、
功
労
者
表
彰
を
終
え
た
ば
か
り

の
貫
心
流
居
合
術
の
松
本
宗
家
が
演
武
を

行
っ
た
。
演
武
後
、
松
本
宗
家
は
「
門
下

生
の
演
武
は
練
習
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
て

い
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
語
っ
た
。

第
２
部
は
、
糸
洲
流
空
手
・
坂
上
宗
家

の
演
武
か
ら
始
ま
っ
た
。
古
武
道
功
労
章

を
受
章
し
た
坂
上
宗
家
は
演
武
後
、「
受

章
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
演
武
を

し
ま
し
た
。
国
内
外
を
問
わ
ず
グ
ロ
ー
バ

ル
に
糸
洲
流
空
手
を
発
信
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
述
べ
た
。

本
大
会
の
締
め
く
く
り
は
森
重
流
砲
術

の
演
武
。
張
り
詰
め
た
空
気
の
中
、
発
射

音
が
会
場
に
響
き
渡
る
と
、
観
客
か
ら
ざ

わ
め
き
が
起
こ
り
感
嘆
の
声
が
漏
れ
た
。

演
武
が
終
わ
る
と
演
武
者
に
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
、
篠
嵜
浩
之
日
本
武
道
館
振
興

部
長
・
日
本
古
武
道
協
会
事
務
局
長
代
行

が
閉
会
宣
言
を
行
い
全
日
程
が
終
了
し

た
。

篠嵜浩之篠嵜浩之
日本武道館振興部長日本武道館振興部長

日本古武道協会事務局長代行日本古武道協会事務局長代行

片岡正徳片岡正徳
日本武道館常任理事・事務局長日本武道館常任理事・事務局長
日本古武道協会常任理事日本古武道協会常任理事

高村正彦高村正彦
日本武道館会長日本武道館会長
日本古武道協会会長日本古武道協会会長
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ニュース　日本古武道演武大会

古
武
道
は
脈
々
と
継
承
さ
れ
て
き
た

　
　

我
が
国
固
有
の
貴
重
な
文
化
財

①小笠原流弓馬術①小笠原流弓馬術

③澁川一流柔術③澁川一流柔術

②貫心流居合術②貫心流居合術 ④兵法二天一流剣術④兵法二天一流剣術

⑤沖縄剛柔流武術⑤沖縄剛柔流武術 ⑥示現流兵法剣術⑥示現流兵法剣術
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古
武
道
は
脈
々
と
継
承
さ
れ
て
き
た

　
　

我
が
国
固
有
の
貴
重
な
文
化
財

⑨円心流居合据物斬剣法⑨円心流居合据物斬剣法

⑪肥後古流長刀⑪肥後古流長刀

⑬佐分利流槍術⑬佐分利流槍術

⑦楊心流薙刀術⑦楊心流薙刀術

⑩諸賞流和⑩諸賞流和

⑫竹内流柔術　腰廻小具足⑫竹内流柔術　腰廻小具足

⑭初實剣理方一流甲冑抜刀術⑭初實剣理方一流甲冑抜刀術

⑧本體楊心流柔術⑧本體楊心流柔術



202026．3　月刊「武道」

ニュース　日本古武道演武大会

次
の
百
年
に
向
け
て　
　

歴
史
と
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
い
く

⑱二刀神影流鎖鎌術⑱二刀神影流鎖鎌術⑰溝口派一刀流剣術⑰溝口派一刀流剣術

㉒柳生心眼流甲冑兵法㉒柳生心眼流甲冑兵法

⑯竹生島流棒術⑯竹生島流棒術

㉑琉球王家秘伝本部御殿手㉑琉球王家秘伝本部御殿手

㉓伯耆流居合術㉓伯耆流居合術

⑳心形刀流剣術⑳心形刀流剣術

⑮関口新心流柔術⑮関口新心流柔術
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次
の
百
年
に
向
け
て　
　

歴
史
と
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
い
く

㉙無比無敵流杖術㉙無比無敵流杖術

㉚風傳流槍術㉚風傳流槍術

㉖根岸流手裏剣術㉖根岸流手裏剣術

㉔気樂流柔術㉔気樂流柔術 ㉕柳生新陰流兵法剣術㉕柳生新陰流兵法剣術

㉗天神真楊流柔術㉗天神真楊流柔術



222026．3　月刊「武道」

ニュース　日本古武道演武大会

磨
き
抜
か
れ
た「
一
発
必
中
」
の
技

㊱森重流砲術㊱森重流砲術

㉜大東流合気柔術㉜大東流合気柔術

㉛北辰一刀流剣術㉛北辰一刀流剣術

㉞田宮流居合術㉞田宮流居合術

㉝鞍馬流剣術㉝鞍馬流剣術

㉟天然理心流剣術㉟天然理心流剣術

㉘天真正伝香取神道流剣術㉘天真正伝香取神道流剣術



23 月刊「武道」　2026．3

長
沼
悟
詮
、
星
充

⑱
二
刀
神
影
流
鎖
鎌
術

細
川
隆
、
森
本
誠

⑲
糸
洲
流
空
手

坂
上
節
明
、
楠
原
清
誌
、
加
藤
淳
也
、
小

田
歩

⑳
心
形
刀
流
剣
術

小
林
強
、
加
藤
尚
大
、
原
謙
一
、
振
角
卓

哉
、
今
西
貴
久
、
中
西
卓
男
、
野
仲
治
行

㉑
琉
球
王
家
秘
伝
本
部
御
殿
手

本
部
朝
行
、
新
崎
文
子
、
中
宮
誠
、
本
部

直
樹
、加
藤
慎
一
、片
山
修
、本
部
朝
豊
、

本
部
朝
陽
、
川
田
竜
也
、
高
橋
健
一
郎
、

下
地
修
、
竹
之
内
満
、
大
岩
浩
章
、
本
村

頼
重
、
勝
沼
悠
、
鳥
海
真
、
上
原
健

㉒
柳
生
心
眼
流
甲
冑
兵
法

星
國
雄
、
古
澤
伸
一
、
浅
野
篤
、
伊
藤
正

人㉓
伯
耆
流
居
合
術

大
窪
敏
明
、
井
上
優
一
郎
、
ブ
ラ
ッ
ド
リ

ー
・
ラ
ス
コ
ム
、
大
田
光
俊

㉔
気
樂
流
柔
術

飯
嶌
雅
史
、
飯
嶌
幸
、
川
島
輝
之
、
大
塚

良
太
郎
、
反
町
明
大

㉕
柳
生
新
陰
流
兵
法
剣
術

柳
生
耕
一
厳
信
、渡
辺
清
和
、高
山
潤
一
、

鈴
木
泰
充
、
星
川
宣
禎
、
柴
田
幸
芳

㉖
根
岸
流
手
裏
剣
術

早
坂
義
文
、
池
永
泰
雄
、
バ
ー
バ
ー
出
人
、

伊
藤
貴
徳
、
土
田
和
行
、
渡
辺
浩

㉗
天
神
真
楊
流
柔
術

①
小
笠
原
流
弓
馬
術

小
笠
原
清
基
、鎌
形
佐
知
夫
、吉
田
昌
伸
、

佐
藤
昌
二
、
飯
島
陽
一
、
玉
川
智
、
吉
田

亜
未
、
鎌
形
雅
子
、
宇
田
川
照
子
、
星
野

真
理
子

②
貫
心
流
居
合
術

松
本
秀
邦
、
守
山
健
三
、
重
吉
伸
一
、
渡

邉
孝
敏
、
安
食
敬
太

③
澁
川
一
流
柔
術

森
本
邦
生
、
内
住
信
之
、
堂
元
慎
介
、
鈴

木
厚
史
、
松
田
淳
至
、
原
田
淑
子

④
兵
法
二
天
一
流
剣
術

加
治
屋
孝
則
、
月
森
慎
悟
、
中
村
明

⑤
沖
縄
剛
柔
流
武
術

寺
内
一
男
、
ジ
ョ
セ
フ
・
タ
イ
ト
、
森
友

雄
斗
、
森
友
端
貴

⑥
示
現
流
兵
法
剣
術

東
郷
重
賢
、
白
坂
耕
一
、
有
村
博
康
、
藤

村
亨
、松
窪
光
裕
、高
橋
幸
司
、南
秀
一
、

市
坪
栄
司
、
下
津
浩
一
、
徳
永
重
臣
、
塚

本
嘉
洋
、
デ
ュ
ル
ソ
・
ア
ン
リ
、
坂
口
俊

太
郎
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
ブ
ラ
ッ
ド
シ
ョ

ー
、
築
地
克
秀

⑦
楊
心
流
薙
刀
術

小
山
宜
子
、
内
藤
真
由
美
、
國
定
梨
奈
、

川
原
陽
子
、
杉
山
仁
実
、
福
本
紗
良

⑧
本
體
楊
心
流
柔
術

井
上
恭
一
、
井
上
大
豪
、
入
江
哲
史
、
大

賀
唯
至
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ロ
ン
シ
オ
ー

ニ
、
サ
ミ
・
メ
シ
ュ
メ
シ
ュ

⑨
円
心
流
居
合
据
物
斬
剣
法

高
槻
幸
雄
、
徳
山
和
彦
、
北
野
光
一
、
桐

山
衣
代
、
川
岸
正
三
郎
、
小
畑
慶
幸

⑩
諸
賞
流
和

佐
藤
智
之
、
山
本
忠
博
、
宮
原
和
茉
、
北

山
恵
一
、
髙
橋
利
昌

⑪
肥
後
古
流
長
刀

平
田
眞
由
美
、
紫
垣
美
恵
、
廣
田
直
人
、

坂
口
貴
子
、
上
田
シ
ズ
子
、
砂
川
大
丸

⑫
竹
内
流
柔
術
　
腰
廻
小
具
足

竹
内
秀
将
、
竹
内
勢
至
、
竹
内
智
隆

⑬
佐
分
利
流
槍
術

前
原
一
教
、
北
村
賢
一

⑭
初
實
剣
理
方
一
流
甲
冑
抜
刀
術

神
崎
勝
、
坂
本
圭
、
神
崎
勝
馬
、
山
本
孝

之⑮
関
口
新
心
流
柔
術

関
口
正
太
郎
、
山
中
聡
、
海
老
塚
明
、
藤

井
陽
子
、
北
口
隆
、
福
岡
雅
己

⑯
竹
生
島
流
棒
術

松
浦
寛
澄
、
松
浦
利
英
、
橋
口
秀
雄
、
村

上
和
紀
、栗
山
晃
、迎
俊
明
、石
川
裕
章
、

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ラ
イ
ン
ハ
ー
ト

⑰
溝
口
派
一
刀
流
剣
術

柴
田
俊
充
、
松
浦
富
士
雄
、
鷲
尾
勉
、
有
沢

誠
、
古
田
喜
教
、
今
野
賢
太
、
中
野
綾
香

㉘
天
真
正
伝
香
取
神
道
流
剣
術

京
増
重
利
、
荒
野
祥
司
、
成
毛
弘
、
櫻
井

俊
也

㉙
無
比
無
敵
流
杖
術

根
本
憲
一
唯
之
、
谷
啓
二
、
村
木
浩
治
、

沢
幡
伸
男
、
加
瀬
大
輔
、
小
國
英
智

㉚
風
傳
流
槍
術

渡
邊
桂
一
、
妻
夫
木
亮
、
渡
邊
開

㉛
北
辰
一
刀
流
剣
術

𠮷
田
信
二
、
田
中
栄
治

㉜
大
東
流
合
気
柔
術

近
藤
昌
之
、
臼
山
秀
透
、
河
野
純
一
、
滝

口
太
士
、
味
岡
功
磨
、
藤
原
雅
樹
、
香
山

由
紀
子
、A

Lekseev Roman

㉝
鞍
馬
流
剣
術

柴
田
章
雄
、
柴
田
雄
登

㉞
田
宮
流
居
合
術

妻
木
達
夫
、
小
野
信
義
、
石
川
定
、
清
水

新
也
、
吉
池
映
治
、
山
田
千
代
和
、
三
宅

文
正
、
森
木
利
彦
、
飯
塚
一
明
樹
、
高
原

順
一

㉟
天
然
理
心
流
剣
術

平
井
正
人
、
時
田
由
記
、
常
田
貞
行
、
小

林
恵
子
、
須
田
英
宏
、
白
木
正
美

㊱
森
重
流
砲
術

青
木
孝
、
角
替
進
、
斉
藤
一
博
、
片
山
直

巳
、
市
川
恵
一
、
佐
野
翔
平
、
小
林
透
、

芦
川
正
彦

�

（
以
上
36
流
派
、
敬
称
略
）

出
場
流
派
・
演
武
者
一
覧
（
演
武
順
）
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ニュース　講道館　鏡開式

 
講
道
館　
鏡
開
式

国
内
外
で
ま
す
ま
す
の
柔
道
の
発
展
を

国
内
外
で
ま
す
ま
す
の
柔
道
の
発
展
を

　

講
道
館
の
鏡
開
式
が
１
月
11
日
、
寬と
も

仁ひ
と

親
王
妃
信
子
殿
下
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
東

京
都
文
京
区
の
講
道
館
大
道
場
で
行
わ
れ

た
。
式
に
は
国
内
外
か
ら
多
く
の
柔
道
関

係
者
が
参
加
し
た
。

　

式
は
午
前
10
時
に
開
会
し
、
初
め
に
小

俣
幸
嗣
八
段
が
講
道
館
員
代
表
賀
詞
を
述

べ
た
。

　

次
に
、
上う
え

村む
ら

春は
る

樹き

講
道
館
長
が
年
頭
挨

拶
で
「
こ
の
鏡
開
式
は
、
新
年
を
祝
い
柔

道
の
発
展
と
会
員
や
修
行
者
の
健
康
・
発

展
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
回
も
た

く
さ
ん
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
た
ち
は
先
人
が
築
い
て
き
た
柔
道

を
こ
れ
か
ら
も
発
展
さ
せ
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
嘉
納
治

年頭挨拶を述べる
上村春樹講道館長

形の演武「投の形」

■
形
演
武
者

◇
投
の
形
＝
取
・
射
手
矢
弦
太
五
段
、
受
・

岩
永
憲
門
五
段

◇
固
の
形
＝
取
・
原
田
新
一
八
段
、
受
・

南
保
徳
双
七
段

◇
極
の
形
＝
取
・
川
瀬
孝
司
五
段
、
受
・

小
埜
智
也
五
段

◇
柔
の
形
＝
取
・
手
島
奈
美
女
子
六
段
、

受
・
齋
藤
志
織
女
子
五
段

◇
講
道
館
護
身
術
＝
取
・
向
井
幹
博
八

段
、
受
・
桐
生
習
作
六
段

◇
五
の
形
＝
取
・
大
島
修
次
八
段
、
受
・

福
地
賢
志
郎
七
段

◇
古
式
の
形
＝
取
・
道
場
良
久
八
段
、
受
・

眞
喜
志
慶
治
八
段

五
郎
師
範
の
遺
訓
を
胸
に
、
私
た
ち
も
修

行
に
励
み
、
そ
し
て
国
内
外
の
柔
道
の
普

及
、
後
世
に
柔
道
を
正
し
く
伝
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
皆
さ
ん
と

一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
投
の
形
を
皮
切
り
に
、
７
種

の
形
の
演
武
が
披
露
さ
れ
た
。
形
の
演
武

終
了
後
は
、
全
日
本
強
化
選
手
・
コ
ー
チ

と
の
乱
取
稽
古
が
少
年
部
・
成
年
部
に
分

け
て
実
施
さ
れ
、
各
部
４
名
の
強
化
選
手

と
参
加
者
が
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
と

も
に
汗
を
流
し
た
。

　

昇
段
発
表
証
書
授
与
で
は
、
上
村
館
長

が
各
段
位
昇
段
者
の
代
表
に
証
書
を
授

与
。
最
後
に
、
鳥
居
吉
二
八
段
の
万
歳
三

唱
で
式
は
終
了
し
た
。

鳥居八段による万歳三唱

心技体 人を育てる総合誌
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ニュース　合気会　鏡開き式

 
合
気
会　

鏡
開
き
式

こ
れ
ま
で
以
上
の
合
気
道
の
飛
躍
を
祈
念

こ
れ
ま
で
以
上
の
合
気
道
の
飛
躍
を
祈
念

　

合
気
会
の
鏡
開
き
式
は
１
月
11
日
、
東

京
都
新
宿
区
の
本
部
道
場
で
開
催
さ
れ

た
。
国
内
外
か
ら
合
気
道
関
係
者
が
集
結

し
、
新
年
を
祝
っ
た
。

　

式
は
午
後
２
時
に
開
会
。
初
め
に
植
芝

守も
り

央て
る

合
気
道
道
主
が
年
頭
の
挨
拶
に
立

ち
、「
鏡
開
き
式
に
大
勢
の
皆
さ
ま
に
お

越
し
い
た
だ
き
開
催
で
き
る
こ
と
を
大
変

嬉う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
開
祖
・
植
芝
盛
平
翁

が
昭
和
６
年
に
こ
の
地
に
合
気
道
の
専
門

道
場
を
建
て
ら
れ
て
か
ら
今
年
で
95
年
の

歳
月
が
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
歩
み
の
中

年頭挨拶を述べる
植芝守央合気道道主植芝道主の奉納演武

直会の様子直会の様子

植芝本部道場長の奉納演武

で
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
紆う

余よ

曲
折
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
て
今

も
世
界
の
合
気
道
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
歩
み
は
続
い
て
い

き
ま
す
。

　

今
年
は
午う
ま

年
で
す
。
馬
は
疾
風
の
ご
と

く
駆
け
る
と
い
う
こ
と
か
ら
飛
躍
の
年
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
本
年
は
今
ま
で
以
上

に
さ
ら
な
る
飛
躍
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
私
た
ち
は
日
々
の
稽
古
を
大
切

に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
と

と
も
に
研け
ん

鑽さ
ん

を
積
み
、
駆
け
抜
け
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。
次
に

山
谷
え
り
子
参
議
院
議
員
と
山
田
美
樹
前

衆
議
院
議
員
（
当
時
）
が
来
賓
祝
辞
を
述

べ
た
。

　

続
い
て
植
芝
道
主
と
植
芝
充み
つ

央て
る

本
部
道

場
長
に
よ
る
奉
納
演
武
が
披
露
さ
れ
た
。

奉
納
演
武
終
了
後
、
推
薦
昇
段
者
の
発
表

と
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
植
芝
道
主
よ

り
昇
段
者
へ
証
書
が
授
与
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
恒
例
の
直な
お

会ら
い

が
開
催
。
直
会

で
は
多
田
宏
本
部
師
範
が
挨
拶
し
た
後
、

赤
沼
二
己
男
合
気
会
理
事
が
乾
杯
を
行
っ

た
。
参
加
者
た
ち
は
温
か
い
お
汁
粉
と
祝

い
酒
と
と
も
に
、
合
気
道
談
義
に
花
を
咲

か
せ
、
新
春
の
祝
い
の
場
を
大
い
に
楽
し

ん
だ
。

心技体 人を育てる総合誌
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ニュース　少林寺拳法グループ　新春行事

　

１
月
19
日
、
香
川
県
多
度
津
町
に
あ
る

金
剛
禅
総
本
山
少
林
寺
に
お
い
て
、
少
林

寺
拳
法
グ
ル
ー
プ
新
春
行
事
が
開
催
さ

れ
、
各
地
か
ら
１
０
０
０
名
を
超
え
る
拳

士
、
関
係
者
が
参
加
し
、
２
０
２
６
年
の

始
ま
り
を
祝
っ
た
。

　

少
林
寺
拳
法
グ
ル
ー
プ
代
表
で
も
あ
る

宗
昂
馬
少
林
寺
拳
法
連
盟
会
長
に
よ
る
年

頭
挨
拶
で
は
、「
開
祖
が
こ
の
道
を
始
め

て
か
ら
約
80
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
当
時
と
現
在
と
で
は
、
日
本
の
在
り

方
、
環
境
な
ど
異
な
る
が
、
昨
今
、
国
際

情
勢
が
大
き
く
変
わ
り
、
開
祖
が
深
く
憂

い
て
い
た
“
戦
争
”
が
、
再
び
現
実
の
も

の
と
し
て
繰
り
返
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
だ
か
ら
こ
そ
我
々
は
、
少
林
寺
拳
法

の
教
え
を
通
じ
て
、
人
と
人
と
が
理
解
し

合
う
社
会
を
築
き
、
明
る
い
将
来
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
、
力
強
く
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、新
春
修
練
会
が
、少
年
部
（
小

学
生
以
下
）
と
一
般
部
に
分
か
れ
て
行
わ

れ
、
希
望
し
た
拳
士
が
参
加
し
た
。

　

少
年
部
で
は
、
約
170
名
の
少
年
少
女
拳

少
林
寺
拳
法
グ
ル
ー
プ 

２
０
２
６
年
新
春
行
事

士
が
参
加
し
、
飯
野
貴
嗣
指
導
員
に
よ
る

基
本
、
単
演
基
本
法
形
、
資
格
別
の
相
対

演
練
な
ど
技
術
修
練
が
行
わ
れ
、
大
き
な

気
合
を
響
か
せ
た
。
相
対
演
練
で
は
、
各

地
か
ら
参
加
し
た
少
年
部
の
拳
士
同
士
が

初
顔
合
わ
せ
で
あ
り
な
が
ら
、
元
気
よ
く

挨
拶
し
、
共
に
修
練
す
る
姿
が
見
ら
れ

た
。
そ
の
他
、
講
話
も
実
施
さ
れ
、
合
掌

礼
な
ど
基
本
所
作
を
通
し
た
少
林
寺
拳
法

の
教
え
を
伝
え
た
。

　

一
般
部
で
は
、
川
島
一
浩
指
導
員
に
よ

り
、
単
演
基
本
法
形
、
そ
し
て
剛
法
、
柔

法
の
法
形
を
基
に
し
た
技
の
成
立
条
件
の

確
認
か
ら
応
用
変
化
ま
で
の
修
練
が
行
わ

れ
た
。
参
加
者
は
休
憩
時
間
も
惜
し
ん
で

技
に
つ
い
て
指
導
陣
に
質
問
す
る
な
ど
、

貴
重
な
機
会
を
存
分
に
活い

か
し
て
修
練
に

励
ん
だ
。
一
般
部
は
約
300
名
が
参
加
し
道

場
に
入
り
き
ら
な
い
ほ
ど
の
盛
況
で
あ
っ

た
。

　

修
練
会
の
最
後
に
川
島
指
導
員
が
、「
今

年
も
健
康
に
留
意
し
て
、
少
林
寺
拳
法
を

楽
し
ん
で
修
練
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か

け
た
。

人
と
人
が
理
解
し
合
う
社
会
を
築
く

新春のつどい（多度津町伝統芸能の獅子舞）

　

修
練
会
の
後
は
、
境
内
で
新
春
の
つ
ど

い
が
開
催
さ
れ
た
。
京
都
府
少
林
寺
拳
法

振
興
会
の
中
井
敏
雄
会
長
よ
り
祝
儀
と
し

て
い
た
だ
い
た
樽た
る

酒ざ
け

の
ふ
る
ま
い
、
多
度

津
京
極
少
林
寺
拳
法
太
鼓
の
演
奏
の
他
、

地
元
多
度
津
町
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
獅
子

舞
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
華
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
皆
で
新
年
の
幕
開
け
を
祝
う
場

と
な
っ
た
。

　

今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
終
日
華
や

か
で
盛
況
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
少
林
寺
拳
法
連
盟
は
、
今
年
も
引

き
続
き
「
人
づ
く
り
に
よ
る
社
会
づ
く

り
」
に
邁ま
い

進し
ん

し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

（�

文
・
写
真
＝
一
般
財
団
法
人 

少
林
寺

拳
法
連
盟
）

川島一浩指導員による指導（新春修練会・一般部）新春修練会・少年部
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